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(ii) モード H のき裂進展量とき裂先端勇断変位 (CTSD) の比はモード I の進展量と CTODの比にく
らべかなり小さく，可逆的なすべりが含まれているようである。
















においてはモード I のき裂進展は Pelloux もしくはこれを修正した Neumannのモデルの示すき裂先端







を見出した。 CTOD ， CTSDは巨視的な弾塑性力学により計算できる量であるので，これらの成果は
疲労現象に関し巨視的な破壊力学と微視的な機構を定量的につなぐ意味において工学上興味深く寄与
する所が多い。
よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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